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奈良縣大和水銀鉱山鉱床調査報告

濠　本　丈　男襲

　　　　　　　　　R6sum6
Mercury　Deposit　of　Yamato噂Suigin　Mine，Nara　Prefectu驚e

by

：Fumio：Kishimoto

　　The　mine　is　situated　in　the　granite　a士ea　of　Yamato　province，which　is量n　the　inner

zone　of　the　Median　line．

　　The　deposit　consists　of　many　quartz－cinnabar　veins　which　are　fissure－filling　type　with

3mineralHzed　zones．，

　　In血inerallized　zones，the　veins磁1up　G6helox・1ike　fissures　diverging　obliquely　from

mainfaultgroups．「Strikesanddiわsofthesefaultsare：N40－600Wand40－500Srespecti－

vely．Th。se・歪theveinssh・wN40－60・宙and30－40。S．Ons・me’cases，thefaultcur▽es

nearly　perpendicular　with　the　above－mentioped　strikes，but　the　circumstances　of　the　fault

are　unknown　in　detaiL

　　The　country　rocks，namely　the　granite　and　some‘granite倉neiss　etcりare　a夏tered

、widely’colosing　about　the　vein．　As　to　the　alterationS，一kaolinization，sericitization　and

silici丘cation　are　remarkable．

　　　　　　　　　　　　　ヤ　　・Thesege・1・gicalpr・perti弓s suggestsaveryimp・噸ntmeaningf・rpr・spectingof

unknown　deposits　of　th童s　kind．

要　 旨

本鉱山は，大和地方のいわゆる「西南日本内帯」にあ

る花崩岩体中に位置する。

鉱床は多数の裂鐸充墳性石英・辰砂脈からなり，3鉱

イヒ幣を形造るQ

　その鉱化帯のなかでは，鉱脈は主断暦（仮に主断層と

呼ぶ1枚天蓋を作る大きなiヒり面）から斜に分岐した雁

行性裂罐を溝したもので，その断層の走向と傾斜は，そ

れぞれN40・》60QW，40～55Q　Sである。鉱脈はN40～

600W，30・》40。Sを示す。ある場含には，断暦は前述の

走向にやN直角に近く轡曲をしているが，詳しいことは

再調査に侯ちたい。

母岩す塗わち花醐岩や若干の花崩片麻岩等は・鉱脈を

中心として広く変質している。変質作用としてはカオリ

ソ化作用・絹雲母化作用と珪化作用が著しい。

　これらの地質的特徴は，この種の未知鉱床の探鉱に大

き’く役立つであろう。

＊鉱床部

●
1
．
緒
　 言

　筆者は奈良縣大和水銀鉱山の鉱床と地質構造支配の有

無とその歌態を明らかにする目的を以て，昭和28年2

月2b日より3月20日まで29日聞調査した。現在なお

研究を続けているが，一応今までに得られた結果をこX

に発表して，各方面の御検討を乞う次第である。

　從来大和鉱山は幾多の專門家により調査され，すでに

発表せられた報告もまた多い1）一11）。しかし本鉱脈の地

質構造支配に関する資料は甚だ少なく，しかも坑内の詳・

しい地質図も見当らないので，筆者は第3番坑と第8番

坑を選ひ㍉その坑内地質図を縮尺1勧oを以て作製する

とともに，必要に応じて実物大のスケヅチを行つた。從

つて調査範囲は全山におよぼし得なかつたが，今後さら

に調査を継続すれば，鉱山附近から西の多武峰村に続く

宅の種の水銀鉱床について，個々の性質と相互の関係を

示す資料が得られることと思う。一

　本調査にあたり大和鉱業所より調査上種だの便宜を受

げた・特に記して謝意を表する。

9一（665）

臼



地質調査所月報　（第4巻　第11号）

2．調査地域

　2．豆沼革
　本鉱山は奈良時代に採掘せられた遺跡のある鉱山であ

るが，近代の光を浴びたのは大正末期からである。その

’
後
，採掘が最もさかんであつたのは旧帝国鉱発時代特

に昭和15年前後の5，6年間で，そのほかり期間は小規

模な採掘を断続したにすぎない。

　現権者はふたたび機械採掘をなすべく準備している

が，目下のところは製錬は行わず貯鉱に專念している。

　2．2』位置および交遇（第1図参照）

　大和水銀鉱山く事務所・採掘現場・選鉱場および製錬

所は同一地域にある）は奈良縣宇陀郡宇太町字大沢にあ

　　　　　ハイバラつて，近畿鉄道篠原駅南南東約71kmに位置するQ

　当鉱山に到る経路は，上記近畿鉄道榛原駅より古市場

行バスの米谷橋下車後，村道を北方へ約300－mで鉱山

に達ずる。また榛原駅より事務所までトラ。ヅクを通ず

るQ

　　1，象　　1　ゴー噂　　　1　　　　毫

』鱗冷景1嚢張
鞭〆ぺ糊∫一〆！ン　名贈遡絶
　く曳ハ、ノぐ　！　’ぐ、伊舵ハ
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じ㍉獄峯く桝ノ鞍γ
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第1圖　　大和水銀「鉱山位置影よび交通圖

2．3鉱業権等
　鉱業権者：株式会社大和鉱業所

　　　　　大阪府東区南久宝寺町4丁目

　　　　　　宇部ソーダ工業株式会社内

　鉱　種：水　　　銀
　鉱　　区＝奈良縣採登第52号，同72号

2．4地　形

附近は奈良平野に庫うなだらかな丘陵が北に向つて起

伏し，その間に水田が発蓬ずる。またその間を芳野川・

（宇陀川）がほ黛南より北へ向つて流れる炉，これを南に

向つて遡つて吉野郡に入ると順次地形は高峻となる・

3．地　　質

3．亙概読（第2・3・4・5・6図参照）

　調査した坑内の地質は，西南日本内帯の花嵩岩を主と

し，それを貫ぬく半花嵩岩および石英脈と，プ部片麻岩

化した花崩岩・輝緑岩・黒雲母片麻岩よりなる。

　これらの岩石は半花嵩岩・石英脈を除き，粘土化作用

（おそらく高陵土化作月iLと絹雲母化作用ウおよび珪化作用

を著しく蒙つており，坑内においては，変質作用を蒙ら

ない岩石は少ない。変質作用は鉱脈（広くいつて鉱化帯）

かちi遠ざかるに從つて微弱となる傾向を示すQ

　坑内には多数の断厨と擬乱部が存在する。これについ

ては第4章で述べる0

　3．2岩、石
　花高岩　ほとんど花歯岩が粘土化作用と珪化作用を受

けて白色ないし友色となり，ザ”ザクになるか，または

堅硬質になつている。それらのうちにも特に黒雲母を多

量に残して㌧「・る部分が認められるので，花歯岩と黒雲母

花醐岩と一応区別して呼ぶことにする。両者は漸移する

ので本質的には同一のものである（各坑内地質図参照）。

このうち，最も広く分布するのは粘土化作用を受けた花

嵩岩で，ほとんど変質し七いないと思われる新鮮な花嵩

岩は第三番坑の南の一部にみられる。その新鮮な花歯岩

は，中粒質さ比較的黒雲母が少ないもので，少量のジル

コソ量を伴つている。また微覗的な石英細脈を伴つてい

ることもある。

　花謁片麻岩と黒雲母片麻岩花崩岩（あるいは黒雲母

花崩岩）と漸移して，ところどころ匠花嵩片麻岩と黒雲母

片麻岩が分布する。これら両岩の区別の意昧は花醐岩の，

項で述べたものと同様である。両岩とも粗大な片状構造

を示し，石英は歪を呈している。岩石は塊歌であるが，

石理はレンズ状である。これらはまた花嵩岩の項で述べ

たように，それぞれ粘土化作用と珪化作用を5けてい

る。このなか庭は変質の著しいものと，変質程度のきわ

めて弱いものとがある。両岩とも第2図にみられるよう

に南部に多い。

　・輝線岩 第2図に明らかなように，第3番坑のいわゆ

’る上鍾採掘場にのみ割合広く分布しているもので，変質

程度は概して低い。本岩石は暗線色を呈し、成分として

は輝石と斜長石を主とし，黒雲母を少量伴つている。目

下のところ，古い岩床であろ5と考え七いるが，なお引

続き検討を加えて明らかにした。

　孚花謁岩岩脈と石英脈　いずれも変質作用を蒙つてい

ない。しかも辰砂・硫化鉄等を含んでいないのも，調査

・地域内ではこの2種岩石だげである。

　半花嵩岩は南に急斜し，膨縮著しく下部ほど小さくな』
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奈良縣木和水銀鉱山鉱床調査報告　（岸本丈男）

る傾向をみせている。少なくとも3

本以上は存在するようであるが，鉱

．床とは直接関係はないものと、愚う。

　こ～に掲げる石英脈は第3図に示・

すものと第4図に示すもので，含辰

砂石英脈と異り，幅が30Cm以上

2．5m近くにもおよぶ大き・なbarren

石英脈で，鉱床生成後の断暦で変位

してはいるが，特に第3図の石英脈

はかなり風曲が著しく，しかも断暦

の上盤ないし下盤に滑つて入つてい

るところから見ると，断暦に沼つて

逆入したと思われる。

　このbarren石英脈と含辰砂石英

脈との関係について，直接結びつけ

る舞斗は得られなかつたが，これら

両者，特に後者は断層との関係が深

いものと，思われる。このbarren石・

英脈を伴う規模の大きな断暦は，取

明けが進むにつれて鉱床との闘係が

わかつてくるであろうし，また南東

方の神生鉱床等との関係も判明して

くるので．はあるまいか。

　第4図に示す石英脈は，図にみら

れる通り鉱脈の上盤に位置ずる点で

第3図のものとは趣を異にする。し

かし断暦に貫入してぎた岩脈である

点では，第3図の石英脈と同様であ

Pる。

　　　　∠｛、／／

、〆『

継

響『

　　　　　ノ　　　　、，』

．鍵、

4．鉱　床（坑内図参照）

4．1　鉱床の概要

鉱床は裂鐸充填性の水銀石英脈を

主とし，これに網状鉱脈を伴つてい

る。走向はN40ヴ600Wで30削400

Sに傾斜し，1本の脈は脈幅数mm

～30cm（かつて上部では脈幅6尺あ

つたという），走向延長5～10m，傾

斜延長10～17m程度であつて，鉱

床はこれが多数雁行しているもので

ある。

、母岩はそれぞれ変質作用を蒙つて

いる花嵩岩，黒雲母に富む花嵩岩，

花嵩片麻岩・黒雲母片麻岩・輝緑岩

である。

　これらの母岩中の多数の雁行裂罐

騒’花面岸庶岩

灘ヨ黒雲’群麻岩

團花　面　眉
玉翻器田1＝富む才醗

，灘輝　緑　眉
闘半花騒古右脈

□后　英　脈
□粘土イヒ部分
，囲粘　土　蔽
圏珪　イヒ　部

国断　　唐
国裂講と銃体
臼，節　　理
回採　掘　跡
匠1充　土眞　部

、》気』．・
　　　　・諮曝軸ノ

　　　　　　　’薗》、

・
．
」
」
鼠
　

ゾ・
第2圖　第3番坑（以下’凡例は共通）
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第4圖　八番坑西引立より東

　　　　　　　’
9を充填した鉱脈は，3本の平行する鉱化帯からなり，走

　　　　　　　　　　　ら向：N40。W，550SW’に傾斜する。そのうち最も規模の

大きいものは中央の鉱化帯である。

　この中央鉱化嘗の上部はほとんど採掘済で，目下採掘

興

は下部に向げて進められ，今なお鉱況は良い。また西と

東あ鉱化帯についても探鉱と採鉱を行つているが，両者

の間には鉱石の性質や母岩との関係に若干の相違が認菊

られる。すなわち，東の鉱右は硫化鉄を含む黒い縞を伴

うことがほとんどないし，加えて品位（脈幅が狐く，し

かも脈石が多い）が悪い。母岩との関係についても，西

部のものは上盤側に珪化作用が著しいのに対し，東の鉱

脈はその両盤とも粘土化作用が著しく上盤側に黒雲母

に富んだ花嵩岩を伴つていることが多い。從つて西部の
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奈良縣大和水銀鋸山鉱床調査報告　（岸本丈男）

方が変質作用が著しいといえるかもしれない。

鉱石中には硫化物が少ないので，露頭はヤケを伴つて

はいるが，はなはだ木明瞭である。加えて自然水銀は移

動し易いために露頭はきわめて貧弱である。從つて露頭

を以て鉱床の規模等を推定することは困難である。

　以上のほかに，水銀鉱脈尖滅して黒色粘土脈に漸移す

る、ことが，西八番坑等ではLばしば認められる。また同

じ西8番坑では辰砂の細脈が・黒色鉱勤の細脈を切つて

網状に走るのも認められるdこの黒色脈の構成鉱物につ』

し膿麟

くの断暦が存在ずる。しかし主断暦群以外は鉱床生成後

の，しかもほとんど：大部分が，正断層で変位の程度も小

さく，要するにMO～600Wの走向を示し，40～600SW
ば傾斜して粘土脈を伴うか，あるいは虻り面の明瞭な断

暦は，今度両盤の変質状態を検討した上，鉱脈を伴う断

層ではないかという、ことに注意して，詳細に検討してみ

る必要がある。

5．鉱　　石
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第6圖　八番坑聚切弱

いてはいろいろ検討中であるが，目下のとごろでは黄鉄

鉱が主要部分をなしているものと考えられる。

　4．2　鉱脈と地質構造との関係・

　前蓮¢）各種母岩中把水銀石英脈の胚胎されている状況

は，坑内図にみられるように，主断暦（坑内でしばしば

観察でぎる1枚天盤を形成している辻り面を仮セヒ主断麿

と呼んでおく）から籍に分岐生成した雁行裂罐を鉱化物

が充填したものである。因みにこの主断暦の走向はN

40～600Wで40・》600SWに傾斜し，この雁行裂罐の走

向（換言すると辰砂石脈の走向）はN40～600Wで30～

400SWに傾斜している。
　この裂罐はほとんど大部分は車断暦の下盤側に発達す

．るもので，上盤側には認めら練いわけではないがはな

はだ微弱であるo

　、鉱化幣は，それぞれこれら多数の雁行鉱脈を伴つた主

断暦群を数枚集めている。

　富鉱部は主断暦に接近した部分すなわち鉱脈の傾斜

のゆるい部分にあり，主断層から離れるに從い品位、・鑓

幅とも小さくなり，漸次黒色欺いし粘土脈に移化するに

至る。

　鉱脈は主断層の傾斜が変化している場合には・主断暦

の傾斜の急な部分に発蓬する。

　これら主断暦群のほかにも，坑内には種々の方向の多

　　鉱石は辰砂・准辰砂と自然水銀等註1）の水銀
　鉱物と，’その他の硫化鉱物として黄鉄鉱・白i鉄

　鉱の少量よりなる。これら水銀鉱物，特に辰砂

　には異つた数種の産状塗示すものがある。すな

　わち，辰砂そのものの脈が変質した母岩ときわ

　めて明瞭な境界を作るも爾，石英中に点々と辰

　砂の小粒が散在しているもの，角礫化した母揖’

，　の小片を含むもの，淡紅色辰砂が粘土中に不規

　則に散在し，または網脈を作るもの等が認めら

　れる。

　　これら粗鉱の品位は0．25～0。4％Hgであ

　るo
6．稼行現況

6．1探鉱
　すでに旧帝国鉱発の経営時代に坑道は東西南北に放射

状に掘進され，探鉱の記録が残つてy・るが，現在その大

半は刻眞ないし埋没し，詳細不明である。

　そのほか試錐による探鉱が行われたという記録は残・つ

ていない。

　現在は主として小規模な坑道探鉱を実施してはいる

が，採鉱に邉われている様子である。目下手掘法を用い

ているが，すでに機械掘の準備も捗つていることである

から，近く機械化によつて能率を高めることであろう。

　6．2選鉱
　濯鉱はプレ』一キクラッシャー（5馬力）1台を使用しt

ているほかは一切人力に、よつ七いる。すなわち，坑内か

らスキヅフ捻ヒよつて搬出硫原鉱石は大仲翰鉱に

管紛ける。大塊はブ匪キ・クラヅシゼで砂葺して中

および粉鉱にわ翫これわを手選して上・中・尾の＄級

に区別し，目下貯鉱中である。從業員は、¢名である。

　6．3産額
　山元にレトルト（3本耳組〉1基を持つているが目下は

保温作業だ毎行つていて，実際に産出していない。製錬

原鉱までの鉱石稼動率は60％といわれる。

・）鰍で聯幡坑醐や搬輔當壁出嘘
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以上のように調査当時はほとんど貯鉱するのであつた

が（昭和28年2月まで生産していた。今後，機械化完成

後製錬にかNる計画の由），

述する。

参考までに過去の産額を記

　　1931　　Hg　l　kg／Month　選鉱精鉱20t／M

　　1939　　　　〃　　19，491kg

　　1940　　　　〃　　38，524　〃

　　1941　　　　ッ　　18ゴ915　グ

　　1942　　　〃　　7，855〃

　　1943　　　　グ　　　8，468　〃

　　1944　　　　〃　　　4，404　〃

　　1945　　　　　　　　　　936　ケ

　　1952再開以来200～300kg／M，原鉱1．3t／day

　　　　　　　　　（耳g　O．8％）　全從業員50，名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　6．4　将来の探鉱計画

　鉱山側の意見をも一部参考にし，すでに述べた鉱脈の

性質等より次の探鉱計画を樹てた。

　地表より試錐を実施する：　本鉱床のよ5に緩漫な丘

陵と水田が発達し　しかも露頭に乏しい地域では，試錐

にょることが最も適当な探鉱法であると思われる。現在

までに附近の民家の井戸より辰砂の存在が数ヵ所も報告

されていることから見ても，試錐探鉱の必要性を痛感さ

せられた。試錐予定地としては次の4ヵ所が地質上から

見て有効と思われる。

　地表から6番坑を錯直に貫ぬく位置を選定して見込深

度100mで垂直試錐
　小学校の井戸附近より見込深度60mの垂直試錐

　小学校の西側水田中に見込深度40mの垂直試錐

　前記の場所より西の丘陵よりに見込深度60mの垂直

試錐　

　坑内の坑道採鉱：鉱床と地質構造との関係から1枚

天盤の走向と傾斜の方向に漕つて，これを上盤に貫ぬか

ないように坑道を掘進する方法である。

　これに適すると思われる場所は第3番坑の上鑓と中鑓

である。そのほか第8番坑においてもまったく同様であ

るが，た野竜神斜坑向けの分岐点附近は擾乱の著しい処

であるから，探鉱を行うにあたつては充分に擾乱の状況

を知る必要がある。

7．結、論

　1）本鉱床は花嵩岩・花嵩片麻岩・黒雲母片麻岩・輝

線岩等を母岩とし，それらの変質著しい部分に胚胎する

裂罐充蟹性水銀石英脈である。

　2〉鉱床生成に関係のある裂罐は，主断暦から斜に分

岐し雁行性を呈レ，上記母岩の種類にょる濯択性は認め

られない。

　3）主断層の下盤側には分岐する裂罐がはなはだ多

く，しかも大きいが，上盤側にはほとんどない。稀にあ

つてもきわめて微弱である0

　4）　鉱床は3連の鉱化帯からなる。1連の鉱化帯は数

枚の主断暦を伴い，1枚の主断暦は多数の上記鉱脈を伴P

う。『

　5）露頭はきわめて貧弱で，探鉱としては試錐探鉱と

ともに上記鉱床の性質を利用して鑓押探鉱を行うのが要

当であろう。

　6）　なお1今後さらに精密調査を行うことによつて未

確認鉱体が発見される可能性が多いと，慰われる。、

　　　　　　　　　　　（昭和28年2～3月調査）
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